
金
滞
古
蹴
志
巻
十
九

蔵
す
れ
ば
、
高
尾
山
よ
り
出
づ
る
事
は
疑
ひ
た
し
。
故
に
古
来
高
尾

の
坊
主
火
と
呼
ぺ
る
た
る
べ
し
。
但
し
坊
主
火
の
名
義
は
鮮
か
た
ら

宇。。
大
亀
山
玉
龍
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
営
時
開
基
、
永
正
十
一
年

桂
蟻
和
尚
創
立
。
寺
地
は
最
初
尾
州
前
聞
に
而
、
開
基
檀
那
前
回
佐
渡

先
祖
前
回
奥
十
郎
之
法
名
玉
髄
院
一
翁
源
機
居
士
。
故
に
玉
龍
寺
与

披
す
。
其
後
越
中
守
山
・
富
山
、
加
州
小
松
・
金
揮
所
々
へ
移
持
仕
。

泉
野
今
之
寺
地
は
俊
安
元
年
熊
谷
久
右
衛
門
・
宮
崎
太
左
衛
門
承
に

而
被
a

打
渡
刊
と
あ
り
。
按
ポ
る
に
、
玉
龍
寺
の
奮
寺
地
は
法
船
寺
町

た
る
町
付
足
離
の
組
地
の
議
・
な
り
。
町
付
組
地
固
に
、
町
付
足
軽
の

組
地
慶
安
年
中
に
始
て
相
渡
る
。
共
頃
玉
龍
寺
上
グ
地
と
申
地
四
十

一
歩
一
尺
有
v
之
。
共
の
内
三
十
二
乞
尺
七
寸
締
込
に
仕
置
。
と
記

・
載
す
。
此
の
加
註
書
に
擦
れ
ば
、
盛
安
元
年
ま
で
法
般
寺
町
に
寺
地

あ
り
し
か
ど
、
此
の
地
よ
り
六
動
林
の
今
の
地
へ
移
柑
押
せ
し
も
の
た

h
y
o
 

。
塔
頭
高
印
寺

玉
能
寺
由
来
書
に
、
天
文
三
年
玉
龍
寺
二
代
材
長
和
倫
建
立
。
従
a
尾

上
ぜ
地
町
と
あ
り
て
、
此
の
時
世
頃
は
六
動
林
の
小
名
に
呼
ぴ
た
り
し

か
ど
、
今
は
共
の
名
絶
え
た
り
け
ん
、
知
る
も
の
た
し
。

O
東
光
山
月
照
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
賞
寺
開
基
、
鹿
安
五
年
前

回
丹
後
建
立
、
前
問
源
峰
内
室
春
桂
院
殿
第
-
画
一
所
吋
依
而
微
妙
公
h

丹
後
言
上
被
v
致
、
於
昌
泉
野
寺
町
-
・
寺
地
六
百
歩
拝
領
仕
、
結
晶
革
路
一
息

串
長
老
を
住
持
と
す
。
共
後
再
興
之
時
、
丹
後
霊
而
言
上
被
v
致
、
外

に
千
歩
拝
領
、
寺
再
建
仕
。
と
あ
り
て
、
開
基
補
償
越
前
回
丹
後
長
時
の

墳
墓
は
境
内
に
あ
り
。
前
田
譜
に
、
丹
後
長
時
者
封
馬
守
長
種
次
男
、

母
春
桂
院
股
高
徳
公
第
一
女
也
。
元
和
二
年
四
月
十
八
日
卒
、
五
十

八
歳
、
法
続
出
骨
桂
院
殿
月
照
利
障
大
妨
。
と
あ
り
て
‘
春
桂
院
殿
の

法
鏡
花
掠
っ
て
、
月
照
寺
と
披
す
と
い
へ
り
。
丹
後
長
時
は
延
貸
凶

年
九
月
四
日
卒
‘
八
十
五
歳
、
夢
見
子
月
照
寺
↓
と
あ
り
。

。
本
門
山
本
強
寺

法
華
宗
也
。
文
化
三
年
の
由
来
書
に
去
ふ
。
嘗
寺
関
山
本
法
院
日
照
、

慶
長
十
九
年
建
立
。
檀
頭
三
輪
志
摩
相
願
、
寺
屋
敷
千
百
四
十
歩
拝

領
。
閉
山
日
照
元
和
二
年
参
内
、
給
旨
頂
裁
、
今
寺
貨
に
有
v
之。

E
三

輪
志
摩
1

微
妙
公
b
被
=
相
願
一
端
飽
公
御
遺
骨
之
内
拝
領
仕
、
今
以
寺

金
揮
官
蹴
志
巻
十
九

五

州
-
至
-
-
営
地
-
随
従
仕
、
則
玉
龍
寺
拝
領
地
之
内
に
遁
立
罷
在
。
と
あ

り
。
三
筒
屋
版
の
六
用
集
に
、
玉
飽
寺
塔
中
高
印
寺
と
見
b
、
寅
腐

九
年
の
火
災
記
に
、
玉
龍
寺
塔
中
高
印
寺
類
焼
す
と
あ
り
。
共
の
後

・
再
建
た
し
と
い
へ
り
。

O
混
昌
寺
門
前

玉
龍
寺
の
寺
地
綿
鳴
き
た
る
南
側
の
小
路
を
ぽ
、
俗
に
舜
昌
寺
門
前
と

呼
ぺ
り
。
従
前
は
舜
昌
寺
と
て
建
物
あ
り
し
か
ど
、
明
治
凹
年
三
月

廿
三
日
の
火
災
に
焼
失
し
、
今
は
共
の
寺
跡
も
た
し
。

。
感
昌
寺
跡

由
来
書
に
、
玉
能
寺
九
代
庚
岩
和
倫
明
暦
二
年
建
立
と
あ
り
て
、
=
一

筒
屋
の
六
用
集
に
も
、
玉
龍
寺
の
次
に
記
載
し
て
一
寺
と
す
れ
ど
.

元
は
玉
龍
寺
の
塔
頭
た
り
と
い
へ
り
。
故
に
貸
暦
火
災
記
に
も
、
九

年
四
月
十
日
申
上
刻
、
泉
野
寺
町
玉
能
寺
塔
司
舜
昌
寺
よ
り
出
火
、

腿
風
烈
敷
、
大
火
に
相
成
由
記
蛾
せ
り
。
質
に
質
勝
大
火
の
火
元
に

で
、
此
の
時
寺
断
絶
せ
し
か
ど
、
後
玉
龍
寺
の
隠
居
所
と
た
し
、
小

庵
を
再
遣
す
と
い
へ
り
。

O
月
照
寺
よ
地
町
・

享
和
三
年
幕
府
民
港
建
し
た
る
金
滞
町
名
附
に
、
六
斗
林
町
月
照
寺

中
御
骨
堂
御
位
牌
安
置
仕
。
玉
泉
院
君
・
春
香
院
君
御
在
世
之
内
、
毎

度
御
奉
詣
被
V

僑
v
在
候
由
、
奮
記
に
記
載
有
v
之
。
と
あ
り
。
子
v
今
利
長

卿
の
位
牌
等
を
安
置
せ
り
。
按
や
る
に
‘
昔
は
此
の
本
先
寺
と
泉
寺

町
の
本
長
寺
と
は
、
所
v
謂
不
受
不
施
波
た
り
し
と
い
ふ
。
改
作
所
醤

記
に
、
寛
文
九
年
四
月
十
五
日
向
後
不
受
不
施
日
蓮
宗
寺
院
、
寺
請

に
取
申
間
数
旨
、
於
E

江
戸
殿
中
-
被
=
仰
渡
?
依
b

之
男
女
下
三
也
、
不
受

不
施
之
宗
門
替
可
v
申
由
被
昌
仰
向
日
一
小
受
不
施
之
寺
院
街
中
は
曾
而
御

構
無
v
之
、
檀
方
之
輩
自
今
以
後
右
之
宗
旨
に
罷
成
儀
停
止
被
昌
仰
付
-

侯
へ
ば
、
訟
の
づ
か
ら
彼
寺
院
断
絶
候
皆
、
北
保
安
易
守
殿
被
=
申
聞
-

云
々
。
と
見
b
、
附
札
に
‘
金
津
本
長
寺
・
本
覚
寺
、
跡
々
よ
り
不
受
不

施
に
而
候
僚
、
参
鰭
設
さ
せ
申
問
敷
、
右
之
末
寺
等
同
断
と
あ
り
て
、

此
の
時
不
受
不
施
派
を
停
止
せ
ら
れ
た
り
。

O
亀

福

山

希

翁

院

・

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
賞
寺
開
基
慶
長
十
年
、
越

中
園
今
石
勘
永
僻
寺
三
代
希
翁
守
麟
和
倫
、
並
檀
那
紳
戸
滑
庵
・
帥

戸
磁
入
、
於
a

金
津
-
寺
屋
敷
拝
領
致
し
度
官
、
横
山
山
城
守
を
以
利
長

卿
へ
雪
上
有
-
之
慮
、
則
石
川
郡
泉
野
に
於
て
寺
地
拝
領
被
a
仰
付
コ
松

平
伯
替
承
に
て
寺
屋
敷
被
=
打
渡
一
今
以
拝
領
罷
在
候
。
と
あ
り
。
按

五




